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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

　当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から９月30日まで）におけるわが国経済は、政府の経済対策
や海外経済の改善などを背景として、緩やかな改善基調にあるものの、急激な円高、株安、海外景気の下振れ
懸念などの影響により、先行き不透明な状況が継続しております。
　当社グループの属する衣料品小売業界におきましては、消費者の生活防衛意識が引き続き高く、低価格志向
や慎重な消費傾向が継続したことに加え、記録的な猛暑により秋冬商品の動きが出遅れるなど、非常に厳しい
環境が継続しております。
　このような状況のもと、当社グループにおきましては、「持続可能な収益体質を確立し、次の再成長へ向け
た足場を固める」という経営方針のもと、構成する各会社および事業ごとの成長ステージに応じた施策および
出店を実施することで、企業価値の向上に努めてまいりました。
 株式会社ユナイテッドアローズでは、３つの重点課題への取り組みを着実に推進いたしました。
 ① 「基本販売政策の再徹底」と「商品・販売部門の連携強化」による、強固な店舗運営体制の構築とさらな
るお客様満足極大化の推進
 ※ 「基本販売政策」とは、豊富な知識と確かな技術を持つ販売員による販売活動と、店舗環境やCRM活動と
いった店舗による販売活動を体系化したものです。
 ② 「商品プラットフォームの完成および活用推進」と、その上に乗せる「最適なMDバランスを伴う基本商品
政策の再徹底」による、さらなる収益性向上
 ※ 当社では、「MDプラットフォーム」と「生産プラットフォーム」を合わせて「商品プラットフォーム」と
定義し、商品の調達・生産～投入～消化活動の土台となる考え方として推進しています。
 ※ 「基本商品政策」とは、品揃えや商品開発理念といったファッションビジネスの根幹を成す考え方を定義
し体系化したものです。
 ③ 「あるべき業務の標準化」と「正しい運用の再徹底」による、さらなる生産性向上とお客様最適の組織・
運営体制の構築
 ①では、基本販売政策に基づき、ロールプレイングなどの店頭OJT活動を継続し、地道な接客力・販売力の強
化を行なった他、店長研修の実施による店舗マネージメントの強化をいたしました。また、販売部門からの商
品に関する要望を品揃えや商品企画に反映させる体制を強化するなど、商品・販売部門が連携した取り組みを
強化いたしました。
 ②では、商品プラットフォームの活用と定着を図るために、引き続き、全社ベースでの仕入、売上、粗利、在
庫などの重要業績指標のモニタリングや分析を強化するとともに、業務のマニュアル化やスケジュールの可視
化を推進いたしました。
 ③では、部署間の業務精度の向上を目的に、優先順位を付けた10数項目の部署間の課題に対して、業務プロセ
スやルールの見直しなど個別の検討を実施いたしました。また、店舗運営の生産性向上のために、店舗におけ
る業務の負荷要因の洗い出しを行ない、個別検討を行なった他、一部店舗にレイバーコントロールシステム
（生産性管理システム）をテスト導入いたしました。
 出退店につきましては、当第２四半期連結累計期間においてユナイテッドアローズ業態：１店舗の出店、グ
リーンレーベル リラクシング業態：２店舗の出店、クロムハーツ業態：１店舗の出店、スモールビジネスユ
ニットおよびＵＡラボ：５店舗の出店、アウトレット：２店舗の出店を実施し、当第２四半期末時点の小売店
舗数は146店舗、アウトレットを含む総店舗数は163店舗となりました。
 連結子会社の株式会社フィーゴでは、直営11店舗を維持いたしました。
 連結子会社の株式会社コーエン（決算月：１月）では、中期の成長けん引業態と位置付け、積極的な出店を実
施しております。当第２四半期連結累計期間において４店舗の出店を実施し、当第２四半期末時点（平成22年
７月末）の店舗数は30店舗となりました。
 連結子会社の株式会社ペレニアルユナイテッドアローズ（決算月：１月、以下「ペレニアル」）では、当第２
四半期連結累計期間において１店舗を出店、１店舗を退店しており、当第２四半期末時点（平成22年７月末）
での店舗数は６店舗となりました。なお、当社は平成22年４月23日、ペレニアルを解散することについて決議
しております。既存の６店舗は平成22年９月末までに全て閉店いたしました。
 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高につきましては、主に単体において、主力業態であるユナイ
テッドアローズ業態やグリーンレーベル リラクシング業態を中心に、小売既存店の売上高が回復し、413億87
百万円（前年同期比8.4％増）となりました。売上総利益につきましては、220億69百万円（前年同期比12.9％
増）となり、売上総利益率53.3％（前年同期比2.1ポイント増）となりました。これは主に単体において、商品
プラットフォームの活用推進に伴う商品の調達・生産～投入～消化活動の業務精度が向上し、レギュラー店お
よびアウトレット店の売上総利益率が改善したことによるものです。販売費及び一般管理費につきましては、
売上高・出店の増加に伴う賃借料の増加や自社オンラインサイトの１周年記念販促の実施など積極的な宣伝販
促を行なうことで宣伝販促費が増加いたしましたが、全社的なコスト抑制などを行なうことにより、前年同期
比8.2％増と売上高の伸びを下回り、194億11百万円となりました。
 以上により、当第２四半期連結累計期間の営業利益は26億57百万円（前年同期比66.7％増）、経常利益は25億
66百万円（前年同期比56.3％増）となりました。また、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額として９億
21百万円、店舗の移転、改装、退店に伴う減損損失３億19百万円など、合計13億円を特別損失に計上した結
果、四半期純利益２億53百万円（前年同期比59.1％減）となりました。



（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報

  当第２四半期連結会計期間の業績は、平成22年10月29日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」に記載のとお
り、営業利益、経常利益、四半期純利益が当初の予想を上回る数値となりましたが、平成23年３月期通期の業績予想に
ついては、厳しい外部環境が続くと予想されるため、通期における連結および個別の見通しは据え置くことといたします。

（資産）
　流動資産は、前連結会計年度末と比較して635百万円（2.2％）増加の29,705百万円となりました。これは、商品が1,282百
万円増加し、現金及び預金が288百万円、受取手形及び売掛金が40百万円、繰延税金資産が313百万円それぞれ減少し
たことなどによります。
　固定資産は、前連結会計年度末と比較して433百万円（2.5％）増加の17,527百万円となりました。これは、建物及び構築
物が958百万円、差入保証金が48百万円それぞれ増加し、有形固定資産その他が358百万円、無形固定資産が219百万
円それぞれ減少したことなどによります。

（負債）
　流動負債は、前連結会計年度末と比較して948百万円（4.9％）増加の20,354百万円となりました。これは、短期借入金が
1,400百万円、支払手形及び買掛金が1,384百万円それぞれ増加し、未払法人税等が880百万円、賞与引当金が474百万
円それぞれ減少したことなどによります。
　固定負債は、前連結会計年度末と比較して666百万円（19.4%）増加の4,096百万円となりました。これは、資産除去債務
が1,748百万円増加し、長期借入金が1,088百万円減少したことなどによります。

（純資産）
　純資産合計は、前連結会計年度末と比較して545百万円（2.3％）減少の22,782百万円となりました。これは、配当金の支
払などにより利益剰余金が516百万円減少したことなどによります。
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２．その他の情報

（１）重要な子会社の異動の概要（連結の範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

　　　該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

　　　該当事項はありません。

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

　　　該当事項はありません。



3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   
流動資産   
現金及び預金 3,885 4,173 
受取手形及び売掛金 267 308 
商品 17,995 16,712 
貯蔵品 172 191 
未収入金 5,818 5,809 
その他 1,606 1,916 
貸倒引当金 △39 △42 
流動資産合計 29,705 29,069 

固定資産   
有形固定資産   
建物及び構築物（純額） 6,416 5,458 
その他（純額） 1,685 2,043 
有形固定資産合計 8,102 7,502 

無形固定資産   
のれん － 159 
その他 1,962 2,022 
無形固定資産合計 1,962 2,182 

投資その他の資産   
差入保証金 6,334 6,285 
その他 1,131 1,128 
貸倒引当金 △4 △4 
投資その他の資産合計 7,461 7,409 

固定資産合計 17,527 17,094 

資産合計 47,232 46,163 
負債の部   
流動負債   
支払手形及び買掛金 9,054 7,670 
短期借入金 3,640 2,240 
1年内返済予定の長期借入金 2,176 2,176 
未払法人税等 850 1,731 
賞与引当金 1,021 1,495 
店舗閉鎖損失引当金 300 418 
その他 3,311 3,673 
流動負債合計 20,354 19,406 

固定負債   
長期借入金 2,244 3,332 
役員退職慰労引当金 91 91 
資産除去債務 1,748 － 



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

その他 11 6 
固定負債合計 4,096 3,429 

負債合計 24,450 22,835 
純資産の部   
株主資本   
資本金 3,030 3,030 
資本剰余金 4,095 4,095 
利益剰余金 16,602 17,119 
自己株式 △887 △909 
株主資本合計 22,840 23,335 

評価・換算差額等   
その他有価証券評価差額金 △5 △1 
繰延ヘッジ損益 △53 △6 
評価・換算差額等合計 △58 △7 

純資産合計 22,782 23,327 

負債純資産合計 47,232 46,163 



(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

売上高 38,196 41,387 
売上原価 18,654 19,317 
売上総利益 19,541 22,069 
販売費及び一般管理費 17,946 19,411 
営業利益 1,594 2,657 
営業外収益   
受取利息 0 0 
受取配当金 － 3 
仕入割引 15 18 
為替差益 23 22 
その他 94 55 
営業外収益合計 134 101 

営業外費用   
支払利息 77 57 
支払手数料 － 109 
その他 9 26 
営業外費用合計 86 192 

経常利益 1,642 2,566 
特別利益   
固定資産売却益 － 1 
店舗閉鎖損失引当金戻入額 － 92 
特別利益合計 － 94 

特別損失   
固定資産除却損 22 54 
減損損失 70 319 
資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 921 
その他 － 4 
特別損失合計 92 1,300 

税金等調整前四半期純利益 1,549 1,360 
法人税、住民税及び事業税 819 786 
法人税等調整額 112 321 
法人税等合計 931 1,107 

四半期純利益 618 253 



(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   
税金等調整前四半期純利益 1,549 1,360 
減価償却費 579 663 
無形固定資産償却費 146 155 
長期前払費用償却額 39 40 
減損損失 70 319 
のれん償却額 159 159 
賞与引当金の増減額（△は減少） 100 △474 
店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） － △118 
貸倒引当金の増減額（△は減少） 2 △2 
受取利息及び受取配当金 △0 △4 
資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 921 
支払利息 77 57 
有形固定資産除却損 1 5 
有形固定資産売却損益（△は益） － △1 
売上債権の増減額（△は増加） △68 185 
たな卸資産の増減額（△は増加） △626 △1,263 
その他の流動資産の増減額（△は増加） 14 △156 
仕入債務の増減額（△は減少） 827 1,384 
その他の流動負債の増減額（△は減少） △53 △309 
その他の固定負債の増減額（△は減少） 2 9 
その他 － 0 
小計 2,823 2,933 
利息及び配当金の受取額 0 4 
利息の支払額 △72 △58 
法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △354 △1,731 
営業活動によるキャッシュ・フロー 2,397 1,148 

投資活動によるキャッシュ・フロー   
定期預金の預入による支出 △6 △49 
投資有価証券の取得による支出 △4 － 
有形固定資産の取得による支出 △470 △806 
無形固定資産の取得による支出 △105 △98 
長期前払費用の取得による支出 △44 △51 
差入保証金の差入による支出 △96 △48 
有形固定資産の売却による収入 － 1 
投資活動によるキャッシュ・フロー △728 △1,054 



（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   
短期借入金の純増減額（△は減少） 600 1,400 
長期借入金の返済による支出 △1,165 △1,088 
自己株式の取得による支出 △0 － 
自己株式の処分による収入 － 11 
配当金の支払額 △629 △755 
財務活動によるキャッシュ・フロー △1,194 △432 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － － 
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 474 △338 
現金及び現金同等物の期首残高 3,322 4,061 
現金及び現金同等物の四半期末残高 3,796 3,723 



（４）継続企業の前提に関する注記

　当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

　　該当事項はありません。

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

　　該当事項はありません。

（６）その他の注記事項

　（連結貸借対照表関係）　　
　　当社においては、自己株式の公開買付けに係る資金の調達を行うため取引銀行株式会社三菱東京
　ＵＦＪ銀行とコミットメント期間付タームローン契約を締結しております。
　　当第２四半期連結会計期間末におけるコミットメント期間付タームローン契約に係る借入未実行
　残高等は次のとおりであります。

　　コミットメント期間付タームローンの総額 10, 800百万円
　　借入実行残高 100百万円
　　差引額 10, 700百万円



　（自己株式の取得および自己株式の公開買付け）　　
　当社は、平成22年８月30日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて
適用される同法第156条第１項及び当社定款の規定に基づき、自己株式の取得を行うことを決議し、
自己株式の取得を以下のとおり実施いたしました。

　 (1)自己株式の取得を行う理由
 　　経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行するため、自己株式を取得する
　　 ものであります。
 　(2)取得内容
 　　①取得する株式の種類　　当社普通株式
 　　②取得の方法　　　　　　公開買付け
 　　③取得した株式の総数　　10,700,000 株
 　　④取得価額の総額　　　　10,700百万円
 　　⑤取得の期間　　　　　　平成22年８月31日(火曜日)から平成22年11月８日(月曜日)まで
 　　⑥決済日　　　　　　　　平成22年10月７日(木曜日)
 　(3)主要株主の異動について
　 　主要株主である株式会社エービーシー･マートは、今回の公開買付けに応募した結果、
　 　主要株主ではなくなりました。



４．（参考）四半期財務諸表（個別）

（注）　この四半期財務諸表（個別）は、四半期財務諸表等規則に基づき当社が任意で作成したものです。

(１)（参考）四半期貸借対照表（個別）
（単位：百万円)

資産の部

　流動資産

　　現金及び預金 2,477 2,900

　　受取手形及び売掛金 34 41

　　商品 17,242 15,921

　　貯蔵品 172 171

　　未収入金 5,438 5,454

　　その他 5,533 3,988

　　貸倒引当金 △ 1,595 △ 26

　　流動資産合計 29,303 28,451

　固定資産

　　有形固定資産

　　　建物及び構築物（純額） 5,896 5,038

　　　その他（純額） 1,618 1,979

　　　有形固定資産合計 7,515 7,017

　　無形固定資産 1,875 1,921

　　投資その他の資産

　　　差入保証金 5,869 5,752

　　　その他 3,278 3,272

　　　貸倒引当金 △ 4 △ 4

　　　投資その他の資産合計 9,143 9,020

　　固定資産合計 18,533 17,959

　　資産合計 47,837 46,410

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日現在)

前事業年度末に係る要約貸対照表
(平成22年３月31日現在)



（単位：百万円)

負債の部

　流動負債

　　買掛金 8,523 6,951

　　短期借入金 3,640 800

　　１年内返済予定の長期借入金 2,176 2,176

　　未払法人税等 747 1,668

　　賞与引当金 967 1,428

　　債務保証損失引当金 162 1,736

　　その他 3,190 3,427

　　流動負債合計 19,405 18,188

　固定負債

　　長期借入金 2,244 3,332

　　役員退職慰労引当金 87 87

　　資産除去債務 1,582 ―

　　その他 11 6

　　固定負債合計 3,925 3,425

　負債合計 23,331 21,614

純資産の部

　株主資本

　　資本金 3,030 3,030

　　資本剰余金 4,095 4,095

　　利益剰余金 18,326 18,588

　　自己株式 △ 887 △ 909

　　株主資本合計 24,564 24,804

　評価・換算差額等

　　その他有価証券評価差額金 △ 5 △ 1

　　繰延ヘッジ損益 △ 53 △ 6

　　評価・換算差額等合計 △ 58 △ 7

　純資産合計 24,505 24,796

負債純資産合計 47,837 46,410

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日現在)

前事業年度末に係る要約貸対照表
(平成22年３月31日現在)



(２)（参考）四半期損益計算書（個別）
　　　【第２四半期累計期間】（参考）（個別）

（単位：百万円)

　売上高 38,843 78,657

　売上原価 18,284 38,238

　　売上総利益 20,558 40,419

　販売費及び一般管理費 17,798 34,627

　　営業利益 2,759 5,792

　営業外収益

　　受取利息 4 7

　　受取配当金 3 ―

　　為替差益 24 31

　　関係会社業務受託料 22 71

　　その他 75 196

　　営業外収益合計 131 307

　営業外費用

　　支払利息 56 133

　　支払手数料 109 ―

　　その他 25 22

　　営業外費用合計 190 156

　　経常利益 2,700 5,943

　特別利益

　　有形固定資産売却益 0 ―

　　債務保証損失引当金戻入額 4 ―

　　主要株主株式短期売買利益返還益 ― 138

　　特別利益合計 4 138

　特別損失

　　固定資産除却損 51 117

　　減損損失 314 530

　　関係会社株式評価損 ― 100

　　債務保証損失引当金繰入額 ― 1,736

　　 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 870 ―

　　特別損失合計 1,236 2,485

　　税金等調整前四半期（当期）純利益 1,468 3,596

　　法人税、住民税及び事業税 683 2,484

　　法人税等調整額 277 △ 898

　　法人税等合計 960 1,585

　　四半期（当期）純利益 507 2,011

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

前事業年度に係る要約個別損益計算書
（自　平成21年４月１日

　　至　平成22年３月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日

　　至　平成22年９月30日）



５．補足情報

・平成23年３月期第２四半期累計期間の個別売上概況について

前第２四半期累計期間：（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日  ６ヶ月）

当第２四半期累計期間：（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日  ６ヶ月）

 （１） 全社売上高の状況 （単位：百万円、％）

 （２） 業態別の売上状況 （単位：百万円、％）

※１．S.B.U.＝Small Business Unit

※２．各ビジネスユニットに含まれる売上高は、小売、卸売、通販等であり、

　 　　「その他」に含まれる売上高は、アウトレット等であります。

（３） 既存店の状況(小売＋通販） （単位：％）

※客数、客単価は、小売から算出しております。

 （４） 品目別の売上状況（ビジネスユニット計） （単位：百万円、％）

※ シルバー＆レザーとは「CHROME HEARTS」ブランドの銀製装飾品および皮革製ウエアであります。

 （５） チャネル別の売上状況 （単位：百万円、％）

11 0.9

2,732 3,780 1,047 38.3

0.3

北 海 道 ・ 東 北 地 区 1,276 1,287

関 西 地 区 3,970 4,424

4,710

甲信越・北陸・東海地区 2,523 2,530 7

中国・四国・九州地区 2,625 2,707 82

関東（東京以外）地区 4,535

454 11.5

東 京 地 区 12,565 13,473 907 7.2

8.3

増減率

174 3.9

1,326 9.0

33,339 2,568

2,279

13.0

8.4

330

ウ ィ メ ン ズ 14,801 16,128

シ ル バ ー ＆ レ ザ ー 2,551 2,882

メ ン ズ 11,313 12,048 734 6.5

1.2

前第２四半期累計（A） 当第２四半期累計（B）

ビジネスユニット計 5.6

△ 0.9

増減額（Ｂ）－（Ａ）

△ 0.6

増減率

Ｕ Ａ 業 態

S.B.U. お よ び UA ラ ボ

Ｇ Ｌ Ｒ 業 態

Ｃ Ｈ 業 態

前第２四半期累計（A） 増減額（Ｂ）－（Ａ）

16,474 1053

39

0.9

15.0

客単価増減率

S.B.U.およびUAラボ

2,223

そ の 他

5,718

5,464

ビジネスユニット計 30,770

△ 4.9

33,339

5,503

△ 2.5

0.7

2568 8.3

前第２四半期累計（A）

36,234

増減額（Ｂ）－（Ａ）

2,60838,843

当第２四半期累計（B） 増減率

7.2

9.5

17,528

当第２四半期累計（B）

10.3

6.4

6,259 540

増減率

全 社 売 上 高

Ｕ Ａ 業 態

Ｇ Ｌ Ｒ 業 態

Ｃ Ｈ 業 態 1,933 290

7,3286,644 683

△ 3.8

売上高増減率

4.2

5.2

△ 5.9 △ 6.8

客数増減率

5.2

9.8

3.2

雑 貨 等 176

前第２四半期累計（A） 当第２四半期累計（B） 増減額（B）－（A）

ビジネスユニット計 30,770

2,102

3.1

542 425 △ 116 △ 21.5

27,496 29,133

39

卸 等

そ の 他

1,637 6.0小 売 合 計

通 販

全 社 売 上 高

5,503

38,843

5,464

36,234 2,608

0.7

7.2
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